




























































































































































































年 委員会等 墳丘 保存施設 修理（剥落止め） 人の出入り(人数） 生物被害 点検・生物対策 温度変化（奈良市平均値／石室最高値）と年間降水量（奈良市）と石室湿度 備考

3/21　壁画の発見 3　発掘調査 14.5／(16.0)

4　高松塚古墳応急保存対策調査会（～同年11月） 4　石室仮保護施設（覆屋）完成 4/17　応急処置 ﾊﾟﾗﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（ＰＦＡ）を布置

8　高松塚古墳総合学術調査会（～同年10月） 10　『壁画古墳高松塚』刊行

12　高松塚古墳保存対策調査会 9/30　壁画調査（10/14まで） ＰＦＡを布置

14.2／(16.4) 3　『高松塚古墳壁画』刊行

4　特別史跡に指定

10　現地保存方針の決定 10/6　壁画調査（10/18まで） 6　壁画模写の準備着手

13.9／－

3　壁画模写完成

8　事前発掘調査（～12月） 8　保存施設工事着工

12/4　壁画調査 ※

14.4／－

3/27　壁画調査

3　カビが壁画面上に出現

5/8　事前調査（5/10まで）

3　保存施設竣工 13.9／(18.1)

7　機械室の諸装置からの放熱 9/2

　　前室に氷柱を立てる 37日間

　　機器の一部改良

22日間 14.6／(18.1)

2/15

14.8／17.7

9/18

39日間 東壁・西壁・天井

東壁・西壁 ホルエタ処置

21日間 15.0／17.8

カビは微量

東壁・南壁

39日間 天井 14.0／17.7

2 「大きなカビ発生ケ所は無し」

取合部の土の崩落を確認 西壁 ホルエタ処置

12　「白虎黒色部、筆にて拭い」 ホルエタ処置

昭和
56年 23日間

2/19

6/29　　5日間

1　「黒いカビ汚れと一緒に線描
きが不明」「白虎付近の黒い汚
れは益々ひどくなっているように
思える」

防黴剤ＴＢＺを試用
トリクレンにてカビ処置
初めてＰＦＡの燻蒸殺菌

13.9／16.8 「パラホルムアルデヒドが1年後で
もほとんど蒸散せず、水漬けの状
態で残存し・・・」（『国宝高松塚古
墳　保存と修理』より）

5日間 14.3／17.6

天井・西壁 ホルエタ処置

9日間 14.6／17.6

　東壁・南壁 ホルエタ処置

12日間 14.0／17.2

10　取合部崩落の写真撮影

北壁 ホルエタ処置

14.8／17.4

年1回の点検で「異常なし」と報告

14.2／17.3

12/17～25　保存修理 北壁 ホルエタ処置

年1回の点検で「異常なし」と報告 15.0／17.5

※

14.1／18.0

6/10～10/11　保存修理

※

14.8／17.8

12/21　保存修理 ※ 石室内にカビ ホルエタ処置

年1回の点検で「異常なし」と報告 15.5／17.8

日誌に初めて崩落の記載

年1回の点検で「異常なし」と報告 15.2／18.3

取合部の崩落度合いを確認

年1回の点検で「異常なし」と報告 14.8／17.9

14.3／18.5

※

15.7／18.6

石室内にカビ ホルエタ処置

年1回の点検で「異常なし」と報告 14.5／18.6

年1回の点検で「異常なし」と報告 14.4／18.9

盗掘口の上面にカビ 14.9／18.4

年1回の点検で「異常なし」と報告 16.0／18.2

年1回の点検で「異常なし」と報告 15.3／19.3

年1回の点検で「異常なし」と報告 15.1／19.1

2　取合部崩落止め工事（～3月） 15.1／19.4

1　西壁壁画損傷事故 カビに対する処置を2回行う 15.4／20.1

5　墳丘部上のモチノキを伐採 14.8／19.6
11　取合部再工事

15.7／21.4

6　『国宝高松塚古墳壁画』発行

9　発掘調査（～H17年3月） 6/20～　壁画の劣化報道

9　墳丘上に覆屋設置

6　石室解体決定 14.9／19.0

6　石室解体方針の決定

9　墳丘上に新覆屋設置

9　墳丘部の冷却を開始

4　事故調査委員会（～同年6月） 14.9／10.0

10　発掘調査（～H19年9月）

6　高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～20年3月）

9　墳丘部の防水工事（墳丘上
段の竹を伐採、防水シート設置）

4　壁画を国宝に指定、出土品を
重要文化財に指定

カビ・ゲルに対する処置を15回行う

カビ・ゲルに対する処置を31回行う

カビ・ゲルに対する処置を18回行う1月～9月までに20回の点検を
行い、19回は石室内・取合部に
おいてカビやムシ、ダニ等

この頃から、パラホルムアルデヒ
ドが気化しなくなった（恒久保存対
策検討会資料より）

ホルエタ（ホルマリンとエタノール
の混合液）処置

平成
5年

平成
4年

平成
3年

3月　取合部に大量のカビ発生
9回の点検を行い、7回は石室
内・取合部でカビ等

平成
9年

平成
8年

平成
7年

平成
13年

平成
6年

「崩落が小康状態」（作業日誌よ
り）

平成
元年

平成
18年

平成
10年

平成
12年

平成
11年

平成
2年

平成
16年

昭和
47年

昭和
48年

昭和
49年

昭和
50年

昭和
63年

昭和
53年

昭和
54年

昭和
55年

昭和
57年

昭和
58年

「先月10％注入した箇所・・・・カビ
らしい」（作業日誌より）

3　『国宝高松塚古墳壁画-保存と
修理-』刊行

昭和
51年

昭和
52年

昭和
61年

昭和
62年

昭和
59年

昭和
60年

平成
17年

平成
15年

取合部天井の崩落は断続的に
続いている（復命書より）

エタノールによる殺菌と除去並び
に防黴剤による処置

13回の点検を行い、4回は石室
内・取合部でカビやムシ等

10回の点検を行う。4月22～24
日の点検では石室内・取合部に
おいてムシの死骸

21回の点検を行い、16回は石
室内・取合部においてカビやム
シ、ダニ等
（カビを中心とした食物連鎖）

　32回の点検を行い、30回は石
室内・取合部においてカビやム
シ、ダニ等

平成
14年

3　高松塚古墳壁画緊急保存対策検討会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～16年3月）

第
１
次
修
理

第
２
次
修
理

第
３
次
修
理

外気温

石室内温度

年間降水量

表６ 高松塚古墳壁画の劣化原因に関わる事項の整理

15            17             19        21(℃)
20            40             60        80(％)

石室内湿度

1　内部断熱覆屋設置 15.3／－

4　石室解体（～8月）

14.9／－ 1　公開シンポジウム開催

6　古墳壁画保存活用検討会（～現在まで） 11　保存施設撤去(～21年3月)

7　高松塚古墳壁画劣化原因調査検討会（～現在まで）

　　　外気温：奈良市気象台における年平均気温

　　　石室内温度：石室内における最高月平均気温

　　　降水量：奈良市気象台における年間降水量

※　人の出入りがあったと思わ
れるが、記録が残っていないた
め不明

平成
19年

平成
20年

第
１
次
修
理

第
２
次
修
理

第
３
次
修
理

外気温

石室内温度

年間降水量

表６ 高松塚古墳壁画の劣化原因に関わる事項の整理

1000            2000           3000 4000(mm)                

15            17             19        21(℃)

50    100    150   200(人)                

20            40             60        80(％)

石室内湿度









































高松塚古墳壁画劣化原因調査報告書（案）修正箇所（青字部分）一覧 

 

【はじめに】 

・12 行目 「端を発する」→「端を発して設置された」 

 

【本文】 

・２ページ 14 行目 「すでに」→「既に」 

・２ページ 18 行目 「すでに」→「既に」 

・２ページ 31 行目 「崩落」→「剥落」 

・４ページ 25 行目 「この際には」→「その際には」 

・４ページ 34 行目 「きわめて」→「極めて」 

・５ページ１行目 「きわめて」→「極めて」 

・５ページ 25 行目 「最善と思われる」→「当時最善と考えられた」 

・10 ページ 16 行目 「あげられる」→「挙げられる」 

・10 ページ 23 行目 「きわめて」→「極めて」 

・11 ページ７行目 「出来た」→「できた」 

・11 ページ 13 行目 「ありよう」→「有り様」 

・12 ページ 18 行目 「漆喰層全体に鉛が分布していることが明らかになったため、壁画制

作時に、微量の鉛を含む物質をあらかじめ混入して、漆喰表面全体

に鉛を含む下地層を塗布した可能性が考えられる。」→「漆喰層全体

に鉛が分布していることもわかった。これらの結果から、壁画制作

時に、微量の鉛を含む物質をあらかじめ混入した漆喰を塗り、さら

に漆喰表面全体に鉛を含む下地層を塗布した可能性が考えられる。」 

・13 ページ 15 行目 「背鰭」のルビは括弧内から外す 

・16 ページ９行目 「もっとも」→「最も」 

・16 ページ 12 行目 「あらわれなければ」→「現れなければ」 

・16 ページ 14 行目 「あらわれて」→「現れて」 

・16 ページ 24 行目 「保存環境、等」→「保存環境等」 

・16 ページ 25 行目 「つくる」→「作る」 

・16 ページ 27 行目 「錆」のルビをふる 

・18 ページ２行目 「従って」→「したがって」 

・18 ページ２行目 「さらに」→「更に」 

・18 ページ５行目 「あたり」→「当たり」 



・19 ページ 18 行目 「先ず」→「まず」 

・19 ページ 28 行目 「先ず」→「まず」 

・20 ページ９行目 「いえる」→「言える」 

・20 ページ 10 行目 「如何に」→「いかに」 

・20 ページ 11 行目 「先ず」→「まず」 

・20 ページ 14 行目 「みると」→「見ると」 

・20 ページ 24 行目 「先ず」→「まず」 

・20 ページ 28 行目 「もっとも」→「最も」 

・21 ページ 10 行目 「さらに」→「更に」 

・21 ページ 13 行目 「広まった」→「広まったと思われる」 

・21 ページ 18 行目 「誤った認識をもたれないよう」→「誤った情報を発信することとな

らないよう」 

・21 ページ 27 行目 「先ず」→「まず」 

・22 ページ 29 行目 「一桁」→「一けた」 

・24 ページ 16 行目 「でる」→「出る」 

・24 ページ 35 行目 「すでに」→「既に」 

・26 ページ２行目 「写真を比較する」→「平成 16 年の写真と比較する」 

・26 ページ６行目 「すでに」→「既に」 

・26 ページ９行目 「昭和 51 年から昭和 53 年までの写真は残されていないが、」をトル 

・26 ページ 27 行目 「すでに」→「既に」 

・28 ページ１行目 「粗鬆化」のルビは括弧内から外す 

・28 ページ 19 行目 「すでに」→「既に」 

・37 ページ９行目 「前面」に（ママ）を付す 

・41 ページ 24 行目 「最低温度は、4月中旬で」→「最低温度は 4月中旬で」 

・45 ページ 11 行目 「１００%近くであった」→「１００%近くであったと考えられる」 

・45 ページ 18 行目 「一つといえるが」→「一つと言えるが」 

・45 ページ 27 行目 「一年あたりの」→「一年当たりの」 

・46 ページ 19 行目 「従って」→「したがって」 

・46 ページ 27 行目 「高いといえる」→「高いと言える」 

・46 ページ 31 行目 「もっとも」→「最も」 

・47 ページ７行目 「えさ」→「餌」 

・48 ページ３行目 「１度目」→「一度目」 

・48 ページ 12 行目 「２度目」→「二度目」 



・48 ページ 20 行目 「おこなうこと」→「行うこと」 

・49 ページ９行目 「絶割(たちわり)」のルビは括弧内から外す 

・49 ページ 17 行目 「ともない」→「伴い」 

・50 ページ 16 行目 「みられる亀裂」→「見られる亀裂」 

・53 ページ８行目 「はじめて」→「初めて」  

・53 ページ 18 行目 「コロニー」に注を付す 

・53 ページ 24 行目 「すでに」→「既に」 

・53 ページ 27 行目 「低くく」→「低く」 

・53 ページ 31 行目 「ひとたび」→「一旦」 

・54 ページ 10 行目 「ひとたび」→「一旦」 

・54 ページ 32 行目 「あらためて」→「改めて」 

・54 ページ 34 行目 「ホルマリンを」→「ホルマリンが」 

・55 ページ 10 行目 「うすまった際には」→「薄まった際には」 

・55 ページ 12 行目 「うすまり」→「薄まり」 

・56 ページ１行目 「もちこみ」→「持ち込み」 

・56 ページ７行目 「培地中」に注を付す 

・56 ページ 7行目 「みられた」→「見られた」 

・56 ページ９行目 「みられなかった」→「見られなかった」 

・57 ページ 24 行目 「きわめて」→「極めて」 

・57 ページ 27 行目 「非常に多いなかで」→「非常に多い中で」 

・57 ページ 27 行目 「そのつど」→「その都度」 

・57 ページ 27 行目 「背景をもつ」→「背景を持つ」 

・60 ページ３行目 「ふまえ」→「踏まえ」 

・60 ページ４行目 「出来る限り」→「できる限り」 

・61 ページ 27 行目 「ひと段落し」→「一段落し」 

・69 ページ 35 行目 「しかし」→「なお」 

・70 ページ 18 行目 「平成 13 年までは」→「平成 12 年までは」 

・70 ページ 19 行目 「（国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会第３回参考資料１より）」

をトル 

・70 ページ 21 行目 「試料拭き取りによる」→「試料採取による」 

・71 ページ 23 行目 「すでに」→「既に」 

・71 ページ 26 行目 「以下『事故調査委員会報告書』と記す」を付す 

・75 ページ３行目 「きわめて」→「極めて」 



・75 ページ９行目 「すでに」→「既に」 

・75 ページ 17 行目 「えなかったこと」→「得なかったこと」 

・76 ページ５行目 「『高松塚古墳取合部天井の崩落止め工事及び石室西壁の損傷事故に関

する調査報告書』」→「『事故調査委員会報告書』」 

・76 ページ 27 行目 「『高松塚古墳取合部天井の崩落止め工事及び石室西壁の損傷事故に

関する調査報告書』」→「『事故調査委員会報告書』」 

・82 ページ 15 行目 「出来るとともに」→「できるとともに」 

・82 ページ 29 行目 「すでに」→「既に」 

・82 ページ 31 行目 「うすかった」→「薄かった」 

・84 ページ７行目 「ウェイトを」→「比重を」 

・85 ページ 11 行目 「すでに」→「既に」 

・85 ページ 18 行目 「めぐる組織の」→「巡る組織の」 

・85 ページ 19 行目 「あらためて」→「改めて」 

・85 ページ 24 行目 「さらに」→「更に」 

・86 ページ 10 行目 「あらためて」→「改めて」 

・86 ページ 24 行目 「漆喰を塗り忘れた」→「漆喰を塗り忘れたと思われる」 

・86 ページ 25 行目 「とでもいうべき箇所」→「と言うべき箇所」 

・92 ページ 14 行目 「未来に向けて生かす」→「未来に向けて活かす」 

・92 ページ 21 行目 「「高松塚古墳取合部天井の崩落止め工事及び石室西壁の損傷事故に

関する調査報告書（以下、「事故調査委員会報告書」と呼ぶ。）」」→

「『事故調査委員会報告書』」 

・93 ページ３行目 「蚊帳の外」のルビは括弧内から外す 

・93 ページ４行目 「地元感情を考えても」→「地元感情に対する心配りや保存・管理の

ためのネットワーク形成の面からみても」 

・93 ページ 24 行目 「大学等が主体的に」→「大学等も主体的に」 

・93 ページ 29 行目 「すでに」→「既に」 

・93 ページ 29 行目 「めぐる過去の」→「巡る過去の」 

・94 ページ 31 行目 「すでに」→「既に」 

・94 ページ 35 行目 「きわめて」→「極めて」 

・95 ページ 34 行目 「われわれが」→「我々が」 

・97 ページ 12 行目 「このような取組みを」→「このような取組を」 

・97 ページ 13 行目 「つながるだろう」→「つながるであろう」 

・95 ページ 34 行目 「あらためて」→「改めて」 



 

【注】 

・98 ページ４行目 「この切手の正式名称は、「飛鳥地方における歴史的風土および文化財

の保存等に必要な資金に充てるための寄附金つき郵便切手」。壁画発

見時の写真をもとに、当時の郵政省における代表的な切手デザイナ

ー久野実氏により下図がおこされた。寄附金は古墳に隣接する高松

塚壁画館の建設費等に充てられた。」→「この切手の発行名称は、「高

松塚古墳保存寄附金つき郵便切手」。「飛鳥地方における歴史的風土

及び文化財の保存等に必要な資金に充てるための寄附金つき郵便葉

書等の発行の特例に関する法律」に基づき発行された。切手下図は、

壁画発見当時の白黒写真をもとに、当時の郵政省技芸官であった久

野実氏（東壁男子群像・同青龍）、渡辺三郎氏（西壁女子群像）によ

りつくられた。発行枚数は１億 2050 万枚。寄附金は古墳に隣接する

高松塚壁画館の建設費等に充てられた。」 

・98 ページ 30 行目 「世界で」→「1952 年に世界で」 

・98 ページ 31 行目 「定期就航から程なく」→「定期就航から程ない 1954 年に」 

・99 ページ 18 行目 「微生物などが形成する単一細胞由来の集合体。集落ともいう。」を

付す 

・100 ページ５行目 「微生物の培養において、培養対象に生育環境を提供する液体ないし

固体のもの。培養基ともいう。」 

 


